
「あたりまえのこと」の大切さ 校長 今村 敏之

9月6日（木）午前3時8分に発生した北海道胆振東部地

震では、４１名の方がお亡くなりになるなど、各地で大き

な被害がありました。震源に近かった厚真町では、山が滑

り落ちたような土砂崩れがおきるなど被害は甚大でした。

また、私の実家近くの札幌市清田区里塚も液状化現象で道

路が陥没するなど、大きな被害を受け、「災害はいつどこ

にくるかわからない」というこわさを感じています。被害

地の1日も早い復興を願うばかりです。

9月14日の全校朝会では、全員で犠牲者に黙とうを行い、次のことを伝えました。

さらに、「災害から命を守るために必要なこと」についての次の話もしました。

災害から命を守るために必要なこと
〇自分で守る準備をしておく

〇地域で助け合う（地域とのつながりをふだんからもっておく）
それらを具体的に考えてみると、以下のような力を育てていくことも必要だと思います。

〇自分で守る準備をしておく

・話を聞く・・・・緊急時に放送などを聞きのがさず、行動が素早くできる。

・返事をする・・・探しに来た人に自分の存在を伝えることができる。

・片づけをする・・避難するときに、必要なものをすばやく見つけることができる。

〇地域で助け合う（地域とのつながりをもつ）

・あいさつをする・・近所にだれが住んでいるのかがわかり、助け合いの心を育てる。

これら「話を聞く」「返事をする」「片づけをする」「あいさつをする」ということは、ごく基本的

な生活習慣です。この「基本的なことをあたりまえにできるように」なっていることが、いざとい

う時に大いに役立ちます。ご家庭・学校で子ども達に意識づけを図っていきたいと思います。

ご協力ありがとうございます。
５年生家庭科の授業に保護者の方がお手伝いに来てくだ

さいました。１４日には4名の方に、ミシンの調整や布の

しるしつけのお手伝いをしていただきました。このよう

な取り組みにより、保護者の

方々と子ども達、学校のつな

がりが強まると考えていま

す。少しでもお手伝いいただ

ける部分があれば、ぜひご協

力をお願いいたします。

本番をお楽しみに！
学芸会まで

残り3週間余

りとなりまし

た。各学年の

練習も本格化

してきました。子ども達全員が発表の成

功に向けて練習に励んでいます。ぜひ、

ご家庭でもアドバイスや励ましをお願い

します。



それぞれの学級園で育て

た野菜が、収穫の時期を迎

えました。各学級ごとに、

収穫したものを使って調理

実習も行われています。

２年生は、さつまいもをゆでて食べて

いました。育て

る時も調理の時

も協力すること

を忘れない2年

生です。

北海道胆振東部地震のため、延期になっていた５年生の

宿泊学習を、９月19・２0日(水・木)に実施することがで

きました。２日間、天気に恵まれ、外での全ての活動を計

画通りに行うことができ、充実した宿泊学習になりました。

1泊2日の宿泊学習で子どもたちは普段経験できない活動を行いました。それらを通して、協

力することの大切さを感じ取ることができたのではないでしょうか。これからの学校生活では、

高学年としての自覚を持ち、学校のリーダーとして活躍してくれることを期待しています。

保護者の皆様におかれましては、宿泊学習に向けて数多くの点でご協力くださいまして、ど

うもありがとうございました。

○神仙沼散策

○とまリンクスケート体験

○夕食（カレーライス）作り

〇ナイトレクリエーション

後志管内の

特別支援学級

の児童・生徒が

一堂に会する“集い”が倶知安町で行わ

れ、本校児

童も参加し

ました 。名

刺交換やゲ

ーム、買い

物学習等、学校では経験できない様々な

活動を楽しむことができました。

今月も3・4年生は社会科の学習の

一環として見学学習を行いました。

4年生は、新しくなっ

た岩内清掃センターに行

きました。巨大施設の秘

密を沢山探ってきました。

また、この見学を基に

した4年1組の授業を後志

社会科研究会の先生方に

参観していただきました。

3年生が見学に行ったのは、買い物で利用されるご家庭も多いスーパ

ー「北雄ラッキー」です。普段は入れないバックヤードを案内してもらった

り、子どもたちのわくわくが止まらない時間になりました。

今後、社会科の授業以外でも、子どもと地域のつながりを更に深めて

いく取組を充実させていきたいと思います。


